
タ

る
か
ら
、
そ
れ
よ
b
も
以
前
に
畑
村
の
務
が
あ
っ
た

と
も
思
へ
ぬ
。
若
ル
そ
れ
が
あ
る
な
ら
附
近
一
地
匝

の
後
代
に
於
け
る
宰
名
で
あ
ら
う
。
後
年
の
も
の
で

は
1

越
脅
賀
三
州
志
来
図
概
覧
に
『
畠
城
。
敷
地
夫

前
山
の
近
遜
に
在
b
し
と
い
ふ
。
畑
村
は
大
昌
寺
坤

の
方
に
在
り
。
此
の
邑
は
畑
時
能
の
産
地
と
云
ふ
。

然
れ
ど
も
本
朝
遜
鑑
に
は
武
州
の
産
と
あ
り
。
此
の

畑
村
に
古
へ
の
極
築
寺
の
遺
跡
あ
b
互
い
ふ
o
按
ず

る
に
畑
村
の
名
江
沼
郡
に
今
な
し
。
畑
岡
村
あ
b
、

是
な
ら
ん
。
此
の
畑
悶
に
城
跡
あ
b
。
聞
に
も
見
ゆ
。

文
緩
築
寺
は
今
即
ち
極
築
寺
村
あ
り
o
盛
衰
記
に
所

謂
穏
築
林
の
遺
跡
こ
れ
な
る
べ
し
。
』
と
あ
り
、
ま
た

笈
憩
紀
聞
に
は
『
音
極
策
寺
と
山
帰
と
の
聞
に
極
策

寺
の
出
村
あ
り
。
此
村
を
畑
村
と
い
ひ
し
也
。
』
と
の

異
設
を
述
べ
、
江
泊
志
稿
は
『
極
策
寺
を
畑
村
と
い

ふ
。
上
蔚
回
領
山
を
畑
山
・
畑
の
清
水
・
畑
の
火
・
畑

山
石
・
畑
の
斧
坂
と
世
人
一
宮
停
へ
り
o
』
と
て
、
極
柴
寺

に
も
上
蔚
聞
に
も
あ
る
名
稽
の
如
〈
記
す
る
。

パ
タ
イ
馬
代
馬
匹
を
賊
諮
す
る
に
金
銀
を
以

て
之
に
代
へ
る
こ
と
を
い
う
た
。
古
く
は
金
を
以
て

す
る
を
金
馬
代
叉
は
大
馬
代
と
い
ひ
、
金
ハ
大
判
)
一

枚
と
し
、
銀
を
以
て
す
る
を
銀
馬
代
叉
は
小
馬
代
と

い
ひ
、
銀
一
枚
印
ち
四
十
三
匁
を
以
て
之
に
宛
て

た
。
後
世
で
は
銀
三
十
枚
を
馬
代
と
b
て
ゐ
る
例
も

見
え
る
か
ら
、
必
ず
し
も
定
額
が
な
か
っ
た
の
で
な

か
ら
う
か
。
馬
代
に
は
叉
太
万
代
を
添
へ
、
併
せ
て

太
万
馬
代
と
い
う
て
ゐ
る
。
銀
馬
代
の
太
万
代
は
そ

の
牢
額
を
遜
例
と
し
た
が
、
後
世
で
は
七
匁
八
分
に

し
た
例
も
見
え
る
。
金
馬
代
に
封
ず
る
太
刀
代
が
何

穫
で
あ
っ
た
か
は
未
だ
考
へ
得
ぬ
が
、
こ
れ
も
後
世

で
は
銀
一
枚
を
以
て
宛
て
た
り
し
て
ゐ
る
。

ハ
タ
オ

p
イ
ハ
機
織
鰻
江
沼
郡
熊
坂
に
あ
る
。

江
沼
志
稿
に
、
熊
坂
領
山
に
在
っ
て
、
土
俗
畿
を
織

る
脅
が
あ
る
と
い
ふ
と
記
し
て
あ
る
。

ハ
タ
グ
イ
ハ
機
具
縫
羽
咋
郡
領
家
七
海
の
諒
一

中
に
在
る
。
集
塊
岩
の
岩
磁
下
部
が
海
蝕
に
よ
っ
て
一

洞
門
を
作
っ
て
ゐ
る
も
の
。
高
さ
一
一
米
、
幅
一
一
一
一
一

米
許
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
磁
に
機
具
暑
と
て
あ
り
。
一

其
か
た
ち
さ
な
が
ら
機
織
具
に
似
た
り
。
わ
ざ
/
¥
一
ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ウ
ヂ
ジ
ツ
キ
ン
シ
ユ
ウ
畠
山
氏
腿

石
工
@
作
る
と
も
こ
れ
穫
に
は
あ
る
ぺ
か
ら
ず
。
共
一
涯
衆
白
山
民
の
隠
で
、
天
野
・
松
波
・
河
野
・
瀞
保
・

上
被
の
寄
す
る
有
さ
ま
、
此
あ
た
り
言
語
に
絶
し
た
一
三
宅
・
笠
松
・
土
問
・
得
凶
・
器
問
等
を
い
ふ
。
一
に

る

厨

な

り

。

』

と

あ

る

。

一

旬

屋

形

衆

と

い

ひ

、

八

回

に

次

ぐ

震

巨

で

あ

っ

た

。

ハ
タ
グ
バ
シ
機
具
橋
河
北
郡
向
架
ヶ
崎
と
西
一
ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ウ
ヂ
ハ
ツ
シ
ン
畠
山
氏
八
医
遊

蚊
ヶ
爪
と
の
闘
で
、
河
北
潟
の
排
水
口
大
野
川
に
掛
一
佐
・
祖
弁
・
三
宅
・
伊
丹
・
甲
斐
庄
・
跡
保
・
平
・
磐
田
の

け
ら
れ
る
。
俳
替
の
後
猿
丸
宮
集
に
機
具
橋
の
記
が
一
八
家
を
い
ふ
。
長
氏
が
之
に
加
は
ら
ぬ
は
、
鵡
第
で

載
せ
ら
れ
、
安
政
丁
巳
そ
の
架
換
の
行
は
れ
た
こ
と
一
な
い
か
ら
で
あ
ら
う
。

を
い
ひ
、
そ
の
橋
の
名
は
C
の
あ
た
り
の
川
の
名
を
一
ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ク
ロ
ウ
畠
山
九
郎
畠
山
議
総
の

機
具
川
と
い
ふ
か
ら
起
る
と
し
て
ゐ
る
。
一
兄
で
あ
る
。
突
文
日
記
天
文
七
年
入
居
六
日
の
僚
に

ハ
タ
ケ
ヤ
マ
イ
へ
ト
シ
畠
山
家
俊
能
登
畠
山
一
よ
れ
ば
、
笛
時
九
郎
が
加
賀
に
在
っ
て
能
鷲
に
還
住

民
の
一
族
。
泡
稽
大
隅
。
そ
の
妨
は
本
願
受
辿
如
の
一
の
策
を
講
じ
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
事
識
の
内
容
は

側
室
で
、
竪
悶
稽
徳
寺
の
質
賀
、
西
鐙
寺
の
質
順
、
一
明
ら
か
で
な
い
。

飯
貝
本
善
寺
の
質
幸
、
順
興
寺
の
質
郷
町
等
の
母
と
な
一
ハ
タ
ケ
ヤ
マ
グ
ン
キ
ヒ
ョ
ウ
チ
ユ
ウ
畠
山
軍
記

台
、
永

E
の
末
野
村
の
坊
で
残
し
た
o
天
文
十
九
年
一
評
一
託
一
加
。
文
政
庚
賀
町
口
市
臨
杉
本
義
孔
碩
の

の
役
に
見
え
る
終
日
援
は
家
俊
の
乎
で
あ
る
。
一
序
が
あ
る
o
従
来
あ
っ
た
翁
物
一
蹄
は
、
中
村
一
芳
介
の

ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ウ
ヂ
畠
山
氏
畠
山
氏
が
能
賓
の
一
辞
註
が
あ
る
ば
か
り
で
、
畠
山
軍
記
と
略
同
じ
い
も

守
髄
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
義
深
の
時
に
起
り
、
満
腹
一
の
で
あ
っ
た
o
そ
れ
で
杉
本
畿
は
自
潟
の
畠
山
軍
記

以
降
鹿
島
郡
府
中
に
在
っ
て
畿
元
に
及
び
、
畿
元
の
一
を
底
本
に
し
て
、
翁
物
揺
の
欝
註
を
そ
れ
に
移
し
た

末
年
叉
は
義
飽
の
初
年
か
ら
七
尾
城
肉
に
移
り
住
ん
一
の
が
此
の
番
で
あ
る
o
畠
山
民
の
能
菅
に
下
闘
し
た

だ
も
の
と
思
は
れ
る
oそ
の
世
代
を
記
し
た
も
の
は
、
て
」
と
か
ら
、
そ
の
誠
亡
と
長
民
の
苦
闘
を
叙
し
、
荒

倉
阜
分
服
・
綴
群
書
類
従
等
に
数
種
あ
る
が
、
何
れ
一
山
・
石
動
山
の
職
に
及
ぶ
。

も
内
容
が
同
じ
〈
な
い
o
今
こ
れ
ら
を
欝
酌
し
て
、
一
ハ
タ
ケ
ヤ
マ
シ
ョ
ウ
ゲ
ン
畠
山
勝
監
白
山
義

略
左
の
如
〈
に
考
定
ず
る
。
そ
の
う
ち
徳
宗
と
畿
統
一
綱
が
能
登
か
ら
逐
は
れ
た
時
、
終
段
も
行
を
共
に
し

若
し
く
は
義
元
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
。
一
た
o
天
正
四
年
上
杉
謙
信
の
能
登
に
侵
入
し
た
時
、

一
将
監
亦
之
に
従
ひ
、
蹄
ヶ
践
の
守
持
と
な
っ
た
。
同

義
深

l
l装
闘

1
1滞
家

一

一

一

十

年

六

周

サ

四

日

附

上

杉

景

勝

が

能

電

に

於

い

て

腕

「

襲

|

器

障

義

有

J
一
領
を
奥
へ
ん
こ
と
を
約
し
た
醤
伏
の
宛
腕
に
、
畠
山
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警
護
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保

単

寺

徳

宗

|

|

議

|

義

」

一

U綱
院

議

|

義

春

穴
七
八

左
近
勝
監
と
あ
る
の
も
亦
同
人
で
あ
ら
ラ
。

ハ
タ
ケ
ヤ
マ
シ
ョ
ウ
ゼ
ン
ジ
畠
山
勝
麗
寺
島

山
義
飽
の
前
期
で
あ
る
。
天
文
日
記
天
文
七
年
八
月
六

日
の
僚
に
、
九
郎
・
勝
諦
寺
・
駿
河
の
兄
弟
が
能
管
に

謹
住
を
策
す
る
に
就
い
て
、
本
願
寺
の
諒
解
を
求
は
り

た
こ
と
が
見
え
る
。
こ
の
勝
間
寺
は
畠
山
積
臨
の
こ

と
で
は
な
い
。

ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ス
ル
ガ
畠
山
駿
河
畠
山
義
総
の

弟
。
畿
総
の
裂
後
、
天
文
十
六
年
閏
七
周
駿
河
は
加

賀
・
越
中
の
一
向
宗
門
徒
の
援
を
得
、
能
登
に
泣
住

せ
ん
と
し
て
押
水
に
侵
入
し
た
が
、
忽
ち
敗
卸
し
て

戦
死
し
た
。
こ
の
事
件
の
内
容
は
詳
か
で
な
い
。

ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ト
ク
ソ
ウ
畠
山
徳
宗
義
総
の
突

で
、
徳
宗
は
道
鋭
で
あ
り
、
保
留
・
寺
と
も
保
寧
院
と

も
い
う
た
。
徳
宗
の
出
自
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら

く
は
義
元
叉
は
畿
統
の
弟
で
あ
ら
う
。
徳
宗
の
忌
.
肱

は
、
震
和
卿
集
ハ
冷
泉
v
に
、
『
大
永
五
年
間
十
一
月
十

八
日
畠
山
左
衛
門
佐
義
総
尖
保
憲
院
身
ま
か
り
け
る

云
々
』
と
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
そ
の
保
憲
院
は

保
母
院
の
設
で
あ
ら
う
O

ハ
タ
ケ
ヤ
マ

εツ
ノ
リ
畠
山
満
則

J
ハ
タ
ケ

ヤ
マ
ミ
ツ
ヨ
ジ
畠
山
満
陸
。

ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ミ
ツ
ヨ
シ
畠
山
満
慶
基
闘
の
次

子
。
修
理
大
夫
。
初
め
児
諸
家
が
将
軍
足
利
義
識
の

意
に
枠
う
て
扉
属
し
た
か
ら
、
基
闘
の
卒
後
満
開
院
門
家

を
襲
ぎ
、
能
管
・
越
中
・
河
内
・
紀
伊
四
闘
の
守
殺
を

衆
ね
た
が
、
臨
永
十
五
年
畿
識
の
箆
ず
る
に
及
び
1

自
ら
能
登
の
み
を
領
し
て
矢
悶
郷
府
中
に
居
り
、
そ

の
他
を
滞
家
に
能
っ
た
ρ

満
鹿
最
も
和
歌
を
好
み
、

晩
年
格
北
大
原
に
閑
居
し
た
が
、
永
享
四
年
六
周
サ

七
日
六
十
一
歳
を
以
て
卒
し
、
勝
潤
寺
員
源
道
祐
と

話
せ
ら
れ
た
。
範
阜
分
服
以
下
佐
々
減
鹿
を
満
則
に

作
っ
た
も
の
が
あ
る
。
笛
時
の
文
書
記
録
に
一
も
満


